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1. 家計管理における一つの問題点

家計簿記帳は.家計管理の第一歩である。

しかしながら.家計簿をつけつづけるという根気もさ

ることながら，これを費目別に整理して決算をつくり，

予算をたてるということになると.ーそうその因縁皮を

増してくる。

表ー|は，家計簿試帳の実態をあらわすー資料として

貯蓄増強中央委員会が，毎年6月末から 7月初めにかけ

て，全国約6000世帯を対象として.標本抽出によ って調

査した結果(回答世帯数は4527世帯一一一昭和53年)である。

表-1 家計簿記帳の有無
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これによると，家計簿をつけている世智は，昭和53年

では34.7パーセントであるが，毎日の収支だけをつくて

いるだけという世帯がほぼ半数あ り.費目わけをして決

算をしている世帯をとると. 16.9パーセントとなる。こ

れは，全世帯の 6分の lにあたる。さらに.r予算をたて

て支出とつきあわせている」世帯だけをとると，はぽ15t世

帯に 1世帯の割合となる。

家計管理のポイントは.家計収支の全体像を構造的に

把握するとともに，いわゆる限界効用均等の法則の成り

立っていることを「事後的Jexpostに確認することにあ

るから.

(1)家計収支の適切な費目とわけ

(2)資目ごとの決算

が欠くべからざるものとなる。これを欠いた家計簿記

帳は.たんに日常の収支の記録にとどまる。家計収支の

全体像を精進的に把復するためには，家計収支に関する

適切な費自分類，すなわち一定の分類にもとづくところ

の時間的にも空間的にも比較可能な粂件をつくリだすこ

とである。また.いわゆる「効用理論Jによると.個人の

消費行動は，事前exanteに作られた購入計画表にもと

づくところの最大の効用の獲得を目ざしておこなわれる

ものの，この事前的な総効用と事後的なそれとは一致す

る必然性はない。獲得された総効用の極大化は，一定の

収入水準における費目思Ijもしくは費目別支出の「限界効用

土勾等」によってE正明されるはずであるが，これはとりもな

はさず家計支出の費目別決算によって実感さ hることに

なる。いいかえれば，一定の収入水準(ある世帯のあたえ

られた収入水準)における費目別支出額の限界効用の均等

が実現されていないと，その資自について貿いすぎたと

か. もう少し買って もよかったという感想がのこるはず

であリ，限界効用の均等が実現されていると. どの費目

)
 -( 
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についても過不足はなかったという実感をもたらすこと

になるはずである。

このよう な理論的検討は，本稿の目的ではないので.

詳しい説明は省略するが，製するに，家計管理における

「決算→予算→決算Jという手つづきは， うえにのべたよ

うな「事前jと「事後Jの期待効用の一致を目ざすものであ

り， ニれを確めるためには，家計資自分類をぬきするこ

とはできないのである。

したがって， さきの袋一 lの'el日わけをして月ごとに

とりまとめている世僚は，本来の意味での家計管理に第

一歩をふみいれている世'常であり.予算 をたてて支出と

つきあわせている世管こそ，:iY::i量的に家計管理を志して

いる世僚であるということができる。

しかしながら.なんらかの形で家計簿をつくている世

併が3世槍のうち l世帯もあるのであ るから. これらの

世併のすべてを，i家31・管理」の水準にまでひきあげるこ

とはできないであろうか。その具体的手つづきは.家計

簿記録の費目分績と y~ 白日IJ集計にあるのであるから，こ

の硲路を打開する具体的方法を絞索すればよいことにな

る。

戦後， ことに最近数年!日]のコンピューターの普及には

目をみはるものがある。 ことに.小型コンビューター(ミ

ニ・コン)やマイクロ ・コンビューター(マイ ・コン)の進

出は.価格商でも操作面でもいろいろな可能性をつくり

出した。しかし.これらのコンビューターの機械函(いわ

ゆるハード ・ウェア)に たいして，プログラムを利用して

データを任意に加工するいわ0るソフト・ウェアの開発

l;t， ともすればおくれがちである。 コンビューターによ

る各隆の可能性があるにもかかわらず，家計管理の分野

へのと りいれがおくれがちであるのも， このソフト ・ウ

ェアの理解と活用にいまだかなりの専門技術的知設を必

要とするからである。たとえば.坂野守彦氏の「コンビュ

ータによる生活設計診断J(今井光峡・山口久了偏 「生活ぷ

1十~J ミネルヴァ舎房.昭和46年，第14宣言)などにみられ

るように， これまでいくらかの示唆や試案がみられるが.

いまだ標準的な家計作理の手法として成熟していない。

もっとも ，t持併用電車のレベIレでは， 10ないし20項目

の分類集計機能をもった汎用器や専用器があるが.分穎

項目数も少し出力形式に制約があり，プリント出力が

可能ではない。しかし，一定の形式でのプリント出カと

いうことになると， ソフト ・ウェアであるプログラム設

3十を必要とするし， これを可能にするのは， 7 イ ・コン

以上の性能 とプリンター装置をもっと ころのいわゆるハ

ー ド・ウェアを必要とする。

そこで，手持ちのミニ・コンを利用して，家計収支を

分類集計し.印刷出力させる標準的手法を立案してみた。

データ入力は，カードに鉛筆でマークし，光学マーク

読取機を利用するのが，実用上もっとも適切であると考

えられる。利用した標準機器織成は，つぎのとおりである。

1.入力装置 光学7 ーク読取機(FACOM6353M) 

読取速度12欄 X55桁. 120枚/分

2.中央処理装置 FACOM-mate II 

主記憶装置32KW

3.出力装ill タイプライタ一義経(FACOM807A)

印字速度 600字/分

2.家計簿整理方法の標準化

家計簿の記録は，日々の収支の記録である。そ して，

それは，生活のサイクルが月給を基礎にしてくりひろげ

られる都市勤労者の場合には 1ヶ月を単位にして，費

目別に集計されるのが普通である。この意味で， 1ヶ月

単位の家計簿の集計主主理は，都市生活者一般に拡張され

てもよいが.勤労者以外の一般世帯(商人・職人 ・経営者

・自由業者・無聡)や農家の場合にl;t， 集計期間とともに

経営と家計の分離という問題をも解決しておかねばならな

。、
'v 

それはともかくとして，都市勤労者世帯干の家計l;t， つ

ぎのように流れてゆく 。

フロ-[3亙亙盃XJ-1非t開支出 l→

= I iim5t1:f:l1 + 

ストック

すなわち.給料(名目収入)から税金や社会保険の掛金

などを位除 したと ころの家計の自由意志、で処分 しう る収

入，つまり可処分収入は，消費支出(月々の生活用品の購

入のために使われる支出で.食費 ・住居費 ・光熱費・彼

月臣賞 ・雑n.5大'L'l白からなる )と貯審(その月のうちに

支出きれない部分で，正 ・負両様の場合がある)とにわか

れる。貯蓄は，いわゆる家計資産となり.いわゆるスト

ソクを形成する。このストックは， JI干務残J閣のように正

の資産と，住宅ローンの負債残高のように負の場合とが

ありうるわけである。

このようなスト ックにたいして，その月限りで勘定さ

れる収支は.フローである。家計簿の枚目別整理は，ま

ずこのフローに関するものであることを， 11確認しておく

必要がある。これまで，いろいろな家計管理上の工夫が

あリ ，極端な場合には企業経理にな らって複式簿記の手

(2) 
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法を家計管理にまでとりいれようとする試みさえある。

しかし.家計簿記には家計簿記特有のデータ処理方法の

系譜があり，無復することのできない実績がある.家計

簿li個性的なものであることを否定するつもりはないれ

ーたんその社会的ひろがりを.a:織するときには，なおさ

らうえにのべたような実績のうえにたって.その批判的

摂取につとめなければならない。珍奇な，思いつき的な

工夫などは，百害あって一利なしである。この点につい

ては，かつて論議したこともあるので，それにゆづるこ

とにしたい(多国吉三「家計簿の今目的課題一家計簿に社

会的視点をーj国民生鴻.第8巻第3号，昭和53年)。

それでは，家計簿整理の糠単となるような家計収支分

類は一体何に求めるべきであろうか。

それは，総理府統計局の「家計測査」の手法である。い

うまでもなし総理府統計局の「家計調査Jli，会図的な

規模の調俗であり，大正15年にはじまる長年月の系譜を

もち.それ以来着実にデ-?の蓄積を重ねてきているの

である。しかも，その沿i原をたどれば.わが国の家計調

査の源流にゆきっき， さらに140年もまえの悶際的な家計

調査の源に至るのである。このような長年月にわたるデ

ータの蓄4賓と調査方法の切援琢磨1;1， Jヨのづから，家計

簿!*.裂の包括的で標準的な予法を生みだし，ことにわが

国での:u.t11i:の実績は，世ー界に誇るほどの手法の粉級さを

も力日えてきている。

もっとも， このような家計簿笠理の一つの柱で与ある家

計収支分額も緋細にみてゆくと，時系列的なデータの接

合の関係で，時代の変化や新しい生活機式と対応しない

部分があらわれてきている。また.わが国の家計調査組

織には，恐いなわ帰りがあり，農林省統計繍査官sの「農

家生計質調公」の手法とのずれがある。しかし，大局的に

みれば，これらの調査は，家計簿笠理の標単的な手法と

みなすことができる。

表-21ま，総理府統計Mの家計収支項目分類をもとに

して，われわれの家計簿JaJll!の便宜のために整理したも

のである。

この表からもあきらかなように，われわれの家庭にも

たらされるすべての収入と，われわれの家庭から出てゆ

くすべての支出を数えあげると.かなり複雑なものとな

り，最初jにのべたような.

可処分収入=消筏支出+貯蓄

という簡単なフロ の算式ですまして必〈わけにはゆ

かなくなる。

いいかえれば，家計簿記といえども，簿記のー憾であ

り.すべての収文のつじつまは金領的にひったリ一致し

ていなければならないとい う簿記的連関があるのである。

(3) 

たとえば，貯蓄は，可処分収入のうち，その月の消費の

ために配分きれない部分であって，世帯に保有される杭

実際の生活では，これが金融機関に預けるために世帯か

ら支出されたり，同時に金融機関か ら引 き出さ れて収入

となったりする。だから，引き出された金額よりも.預

けいれられた金舗の方が多ければ.その分だけ貯蓄増と

なる。 これは手持ちの現金についても同様で，前月から

繰り入れられたものが.翌月へ繰り越されたものよりも

少なければ.その差額だけ貯蓄地となる。

消費支出は，食事・住居資・光熱費・被服費・雑貨と

いうぐあいに，いわゆる 5大資自に配分された合計額で

あるが，貯蓄額は うえのような簿記的な計算によっては

じめて確定されるのであって.可処分収入額そのものも

貯蓄額の確定によって，はじめてあきらかになるのである。

いま.理解の便宜のために. うえにのべてきたような

収入ー支出の全体的連関を図示しておくことにしよう。

圃園田+ut宇野氏入勺てくるもの ut憎から出てゆくもの園町司

実

収 消費支出 支

~ 収 入
支

入 出

非消質支出
出

総 総
貯蓄.

).( 
、 実支出以外の

電邑 領
実収入以外の 支 出

収 入

前月からの 翌月への

線入金 ..金

図-1 家計収支の全体的連関

この図にあきらかなように.フローとしての家計簿記

li，その月のうちに利用できる各検のあらゆる資源を「世

僚に入ってくるもの」として分頬怒理すると同時に，その

中のうちに活用された各穫のあらゆる支出を「世幣から出

てゆくものJとして分類盤澄し，綱大もらさないという

配慮が，簿記的i遊間を保つために必婆である。

家計収支の標準i的な細分類{丸このようなあら0る収

支項目を必ずどこかに納めることができるとい う配慮を

欠くことができないのである。このためには，分知項目

は多いほどよいが.家計管理の実用上からは必要役小限

にとどめておいたほうがよい。それと向時に選定された

収支項目は.集計手つづきのうえでコード番号をつけて

おいた方がよ L、。表-2の分類コード番号がこれである。
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表-2 家計収支項目分類と分類コード

項

収入の錫

目 名高Z司 項 目 内 -廿 例 示

I!J 世稽主
定 期 5 本給・歩合給・家腹手当・住宅手当・役付手当・趨動手当

‘ 
時 6 大入袋・差額・宿日直手当・休日出動手当・皆動手当

労 収入
賞与 ? ボーナス・夏期年末手当・年度末手当実 収

収
. の収入 8 寮の鋤め先からの収入

入
世事普主・婁以外の世傍員の勤め先からの収入他の 倣 稽 員 収 入 9 

収
事業・内臓1・ 業 1 1 底舗をかまえた営業から得た収入のうち家計に練り入れた分

収入内 司h 12 家計補助の仕事から得た収入で必要経費は鐙除する

そ 財 産 奴 入 14 預貯金利子・配当金・家賃・間代・泊代(貸家業→ 11 ) 
の 社会保障給付 15 社会保険・社会保障制度からの給付金

入
入

他
の 受 • 16 見舞金・事基金・せんllU・香典・中元自軍事・もて伝しの島横領
実

仕 送 り 金 17 生活鍵繍助のために送られてきた金
収
入 そ の 他 18 賞金・貨品・姶得金・古新聞売却代・自家産品売却代

貯 金 事| 出 20 銀行預金・郵便貯金・目録質金，.どの賃金引出し
実

保 険 取 金 21 生命保険・簡易保険・無尽・郵便年金などの取り金・解約金
総 収

土地家屋借入金 22 住宅ローン・住宅金働公庫などの借入金
入

他 の 情 入 金 23 借金・貿入金・奨学金・サラリーマンローンなど
以

月 賦 24 月目UIJ入総額(合分自則規}
外

量幸 買 月賦以外の働買総領25 
の

有価Il ~ 売却 債券.~券・役資信託の売却代・出資金の戻り金
電邑 収

26 

財 E置 事E 却 27 土地・建物・地上権・営業備信どの売却代
入

そ の 他 28 貸金・ 立寄金・慰金，.どの庚しいれ

前月からの編入金 29 

支出 φ締

米 類 35 うるち米・もち米・その他の米
主 ;f・錐般 36 変類・維事量類

J~ ./ 37 
食パン ・サンドイ ツテ・菓子バン・ホット ドフグ・その他のパン
(中事まんぢゅう・ドーナツ-.. 9 ) 

支 実 消 食 食
めんその他 38 紛頬・めん類・もら類・ギ，ウザの皮など

生鮮魚介 40 鮮魚・えびかに類 ・魚の生卵・貝額・生うに

副
.IJiI干魚介 41 

干物・物煮干し・極きけ ・かつを節・削り節・たらc..いかの〈ん製
魚の潰 ・魚介の.IJiIから・かずのこ

肉 類 42 
牛肉・豚肉・ 駕肉・鯨肉・ハム・ソーセージ・ベーコン・焼豚・

出 費 ローストチキ J ・鳥獣肉のみそ潰温干物

事L BP 43 牛乳 ・紛 t}レヲ ・パター・チーズ.tIII卵 ・ヨーグルト伝ど

食 野 ~ 44 1距!(!菜・~菜 ・ 果菜・生しいたけ ・ カリフラワ ー
支 利 乾 物 45 旦類・干しいたけ・わかめ・ ζん;.:・凍豆腐・干のり

加工食品 46 
豆寓・地錫11.さつまあげ・乙んに令〈・かまぼζ ・線製品・煮物・
っくだ煮 ・漬物・かん詰 ・調理食品

自瞳 支

食趨・しょう油・みそ ・砂鰭 ・食用油・マーガリ J ・酢・ソース・

品 調 味 孝司 47 マヨヰ ーズ ・ケチャップ・ジ々ム・化学調味料・スープの紫・
カレー紛・ その他の調味制

し • 子 49 
和洋生業子 ・ヲラ ァカー・ビスケ ット・キ守ラメル・あめ・
せんべい・チューインガム・燐いも ・焼ぐり・ピーナフツ

額 出 出 費 好 泉 物 50 果物鎖 (果物のかん結-.. 6 ) 

食 語 • 51 1lll1ri'しょうちゅ う・ビール・ウイウキー・ぶどう酒匂ど

品 飲 斜 52 
録集・紅茶・コーヒー・サイダー ・ジ皐ース・コーラ・乳俊飲孝司・
アイスクリーム・シ，ーベッ ト

外 食 53 主食外食(含出前}・喫茶・飲酒・ 学校工場給食・折結

(4) 
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多国;家;十収支の分頬製表の機械化に関する研究

項 目 名 「荷主可

家賃 地代 55 
住 設 備 修 結 56 

消 局
水 道 科 57 

費 家具 什鶴 58 

実

光 電 気 代 60 

熱
ガ ス 代 61 

貸 他 の 光 熱 62 

和 服 64 

理匡 F宇 服 65 

シ e ツ ・ 下 積 66 
費 服

他 の 衣 科 67 

• 身の鏑 り品 68 

保健 医療 70 

支 電量 麗容 衛生 71 

交通 通信 72 

支
自動噂等関係費 73 

教 育 費 74 

文 房 具 75 

教事E 鍋幾費 76 

出
f: 1;1 ζ 77 

仕 送 り 金 78 
( 負 担且 費 79 
てフ

領容保険科 80 づ

出
き

) 交 際 費 82 
費

( 

'コ そ の 他 81 
づ
き

非
J!J労所得視 84 

消 他 の 説 85 
貨

社会保障賓 86 支
出 他の非済費支出 87 

貯 金 89 
実 保 険 担華 金 90 
支 土 地 家 屋借金返済 91 
出

他の 借金 返 済 92 
以

月
外

It 自時 93 

の
箇 買 露骨 94 

支
有価証券

‘ 
入 95 

出 財 重量 自陣 入 96 

そ の 他 97 

翌 月 への級感金 98 

項 目 内

家賃・間代・泊代・緬利金・維持費

"‘・廿

修織初科・手間代・&備工車費・姐木庭石など

水道料

例 不

食鶴電・気台所理事用事品・電気製品(電気醤具・ラジオ・テレビ・電動骨量
具・ 盤呉}・家具・電車鎗用具(含 Eシン). ttlll用具・
台所用具・台所用品・家庭用工具・鍾用品

11気代

ガス代

灯油 ・プロバ J ガス・まき ・木炭・石炭・れん炭 ・マッチ・ロー
ソヲ・電池・ライタ -:tイル・ドライアイス・氷

男女箸物・樽・ 和服用下着・コ ート

男女洋服・オ ーパー・レイ ンコート・学生服・子供服

セーター・ワイシ守 Y・下着・おむつ・ザロン前髭

〈つ下・手袋・生地・糸類・寝具・座布団

履物・かさ頬・服飾品・事仕長身具・かぱん・ハンドバッグ・スポー
ツ周衣額と身の廻り品 ・ 立代 ・ttたく代・畿銀賃貸制

医緩局・医痕ss具・めがね・検眼科・衛生材料品・診療費・はり
-灸・あんま

入浴料 ・理安・ 美容代・化盤せっけん・シ 守ンプー・幽みがき・

働よらし・化駐品・殺虫防虫剤・ちり紙・清帰代・洗た〈用洗剤

-かみそり・シ忌ーピングクリームなど

運賃・定期代・郵送料・運送斜・世E話電信料・タヲン一代・
駅入掲草寺(荷物預け貨 → 81 ) 

自動車情入・部品代・盤備貸・ガソリン代・自動車保険斜・自伝
車・オートパイ・駐車籾・事館斜・有創造路通行制

侵係築制費 ・入学金・受駿料・学佼寄付・学級賓・ PTA会費・修学
行 ・卒業アルパム代・プリ ント代(学習熟→ 76 ) 

学用品・筆記用具・ファイル用具・印かん・はがきの印刷代

印刷物・隠視観覧行刺・ト・教信友養仰の線賓会療費・用絡{品・補習免教許室・家庭教師・月謝
.a.習会コ費代・旅賓 会貸・ 料・宝}〈じ・馬券・
パチン ・デパー テレビー 58
紙巻たぱζ ・葉巻・パイプた1;1c. (ライター→ 68 ) 

進学仕送り金・生活補助仕送り金

町内会費・婦人会費・県人会費・同窓会費・労働組合慣

火災保険料・火災共済組合貸〈自動車保険科→ 78 ) 

社交悦のための贈答金品・病気災轡周見舞・結婚出産観・新築観・ 栄
転 ・ぜんl!U・香典・来客簸符飲食物品質

こづかい・家事使用人給制・テァプ・寄付・託児所費用 ・所用鍬
行費・登記料・代.料・印かん庇明代・荷物預け賃・席料・持S
金・墓地墓石代

動労所得税

幽定資産説・住民説・自動車製・総合所得税 ・関製

社会保険働金・共済組合費

借金利子・賀利子・紛失金・盗鍍金・約金・弁済金・滞納金

預貯金 ・信託(金働側関へ鼠け入れたもの)

調期金付生命保険(貯蓄的要繁のある鍋捨てでない保険料}

住宅ローンの返済

住宅ロ ーン以外の借金返済

タレジ ァトなどのBlJ賦返B時金

つけの支扮い(含クレジットカードによる情入返済}

練~・債券4正ど有価証券の鴎入

有価鉦券以外の財産m入

貸金・立脅金・般金・身冗保座金・供託金

(5 ) 

-255-



-256- 社会福祉学

この番号が通し番号になっていないのは，小計や中1十項

目にも通し番号がつけられているからであるが，家計収

支の項目内容に， この程度の分類コー ド番号を間違いな

くつけることは， それほど図書量なことではないであろう。

もちろん.表-2の家計収支項目分類は，すでにのべ

てきたような理由で総理府統計局の家計収支分類方法を

隼用しているが，これを計算上で取捨選択したリ，項目

内容のさしかえをしたリすることは充分可能である。し

かし.標準的な分類手つづきとしては.あらゆる収支の

可能性を考慮しておいた方がよいし，総理府統計局の家

計デ-1との比較の便宜のためには，基本的にこの分類

コードを維持しておいた方がよい。さらに，過去のデー

タとの比較対照のためには. ーたん決定された家計収支

分鮫万式は，できるだけ維持するほうがよいし，変更を

加える場合にも，比較のための条件を保持することが笠

まし L、。

ここで，つぎのような閉館の処理の方法については，

少しばかリ検討しておかねばならないであろう 。

(1)現物収支

(2)月賦 ・掛買

(3)高綴収支

中元 ・歳暮 ・贈りものなど.世帯に現物の形でではい

りする部分は，時価で換算すると，可処分収入の 4パー

セントあまりになる。これを.現金収支の部分に繰リい

れるか，あるいは別勘定にするかは，かなリ重要な問題

である。 現物といえども.世僚の生活に金銭面でなんら

かの形で寄与しているのであるから.これを除外するこ

とは.物的な生活の一部を無税することになる。したが

って，現物収支を現金収支にくり いれるほうがよいが，

総理府統計局の家計調査では，現物収支を別勘定にして

いるので，これとの比較のためには，別勘定にせざるを

えなL、。もし，現物収支を税金収入の中に繰り 入れる場

合には，現物の時価評価の方法を確定するとともに，そ

れを収入項目(受贈)に算入する と同時に，該当する支出

項目(用途によって算入される項目は異る )にも算人する

という ，二重分類をおこなわなければならない。

月賦・ ~fト貿の場合にも.現物の場合のような二重分類

が必要である。すなわち.たと えば.電気洗濯機を月賦

で勝人 した場合には，その購入価格を，実収入以外の収

入の月賦(24)に算入する とともに，その電気洗濯機を自

家用に使用する場合には.実支出の住居費のなかの家具

・什禄(58)に算入 しなければならない。頭金や毎月の月

賦払金は，これとは別に災支出以外の支出の月賦払(94)

に算入する。いま，家計簿から， この部分を摘記してお

くと，つぎのように なる。

(6) 

月日 項 目
分類

金領コード

3/1 電気洗im機月賦賜入 24/58 100.000 

3/1 頭金および第 1図月賦払 93 20.000 
一 一 一 一 」

つまり，電気洗濃機の月賦購入総額の10万円は，分類

コードの24と281こ二重分類されねばならない。すなわち，

24は10万同を借金したことになるとともに，この借金で

10万円の電気洗im機を購入(支出)したことになる。 した

がって借金(月賦)総額は，この月には計上されるが，翌

月からはスト ックに移行し，月 q の月賦払金で清算され

てゆくことになる。頭金釘よぴ第 1回月賦払金も，この

ような性格のものである。

ここで， とくに注意しておかねばならない 2つのこと

がらがある。それは.毎月の家計収支はフローであ るが，

1ヶ月以上にまたがって簿記的連関を関わねばな らない

ときには， つねにストッ クとの関連を問題にしなければ

ならないので，フローの決算とは別に，ス トックの決算

方式も検討されねばならないというこ とである。このス

トックの標準的な諸表については，あらためて検討を加

える予定である。

さらにまた，家計簿に記入された項目内容から， どの

費目に属するかとい う分類コード番号を確定する ために

は，そのために必要な情報をもりこんでおかねばならな

いと いうこ とである。き きの例でいうと，たんに月賦購

入と望書いただけでは， コード番号24に分類することはで

きるが，電気洗illi機 という 品名と自家用という用途が記

入されていなければ，コード番号58に分類することはで

きない。したがって，家計簿の記入に，~，収入の源泉と

支出の用途とをできるだけ詳細に，かつ品目別に記録し

ておかねばならない。

第 3 の問題I~， 商事目収支をどうとリ扱うかという問題

である。われわれの家計収支には，住宅購入や耐久消費

財の勝入などのように，頻度は少いが月々の経常'的な家

計費とはflの契った収支がありうる。しかし，これはい

ずれも，必ず家計のスト yク勘定と関連をもっているの

で，特定月のフロー勘定のある項目が異常にふくらんだ

としても，ストック勘定との関連を問え 11，事態はおの

づから明らかになるはづである。このためにも，ストッ

ク勘定の標準的で便宜な手法I~，家計管理のためにも早

急に開発されねばならない。 これま でにも，ストック勘

定の設定については続々の工夫があるが.いわゆる複式

簿記のよ うな幣合性を追求するあまり， 家計簿記の簡便

性を生かしながらも.その計理的怒合性をつらぬくよう
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がって，家計簿の最低必要項目欄は，品名，源泉もしく

は用途，金額および分類コードの 4つが必要であるが，

理想的な形を考えれば，これに月日，数量，差引残高を

記入する欄があれば，ーそうよいことになる。

しかし， とり あえず，収支品名を分類コード番号に変

換して記入する欄を設ければ，入力データを作るさいの

便宜はえられたことになる。家計簿に記入されている品

目名がすべて分類コード番号に変換されたならば，これ

をその金額とともに，っき'の図 2に しめしたようなデ

ータ ・インプ y ト・カー ドに一々転記する必要がある。

データ入力には. 7'イプライタ一入力や紙テープ入力

やせん孔カ ー ド入力など，いろいろな方式がある。将来

は文字読みとり装置や声による入力も考えられるが，い

まのところ，本稿のような目的には.光学?ーク ・カー

ド入力方式が最適であろう。

その攻由は，これ以外の方式によると，いまのところ

かなり高領の周辺機器を必要とするうえ 1人の作業者

がこのような機器をかなり長時間の問占有しなければな

らないからである。

図-2に示したカードは，市販の既製のカー ドを利用

しているが，利用者が品えるとさらに記入しやすい専用

カードを設計することもできるし.入力データも分類コ

ード番号と金額だけではなく，購入数量を加えて分綴集

計することも容易である。しかし. このカ ード でも，分

類コード番号と金額(いづれも数字であるか ら，該当筒所

にlつのマークをつけるだけでよい )を.硬さ B経度の鉛

筆で，附j違いなくマークしてゆくこ とは，それほ ど困難

なことではないであろう 。間違った7 ークは. r.lli主って

多田:家計収支の分類製表の機械化に関する研究

な具体的工夫の開発に乏しかった。 コンビューターの活

用は，このような場面においても，抽象的論議ではなく

家計簿記の伝統を生かした具体的手法の展開の可能性を，

そのソ 7 ト・ウェアの領域で約束してくれているのであ

コンビューターを利用して.家計簿からえられる個々

のデータを.中央j貨算装道に入力(イン ・プ y 卜)し，こ

れを分類集計して， 一定の形式(フォーム)で出力(アウト

・プソト)させるには，一定の手つづき(プログラム)を必

要とする。

いま，その手順を図示しておくとつぎのようになる。

|プロ グラ ム入カ ヘ|中央演算装置| げ jント

~ICPU I I Hlカ
プログラムは，入力データのフォーマット(形式)と分

類集計の方法と出力のフォ ームとを考慮して決定きれる。

(1)入力データのフォーマ γ ト

家計簿に記録されている日々の品名ごとのデータは.

まず表-2にみられるような家計収支分獄表にもとづい

て，品名を品目分知コード番号に変換する必要がある。

現在のミニ ・コンビュ ーター程度の性能では，品名，た

とえばだいこんを直接読みとって， これを野楽類に分類

する能力をもっていないから，まず家計簿の上で，だい

こんを家計収支分類コード表にしたがって，野菜類の分

類コ ード番号i44Jに変換する必要があるのである。 した

3.家計収支介類製表プログラム

る。
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読みとられるから，あくまでも正確に該当数字をマークす

ることが要求されるが，プログラム上でデータ・リスト

をとり照合する便宜はあたえられている。

しかし，プログラムの制約上.つぎの事項は必ず守ら

ねばならない。

1.1品目にカ ー ドの10桁を使い，最初の 2桁で分類コ

ード番号，それにつづく 8桁で金額を表わす。

2.分類コ ードが1桁の場合には最初の行を空欄とす

る。

3.金額は 8桁のうちのどこを使ってもよいが，最

後に必ず小数点を打つ。

4.最後のカードの最後の分類コードの欄lム何も舎か

ないか Oと記入する。これでデータの終りを判定し

て，結果を出力する。

5.分類コード欄の空白はデータの終リと判定するから

データは必ず前につめて，途中でデータのない10行

をつくらないようにしなければならなも、カード上

のマークは消しゴムでマ闘すこともできるから，デー

タの途中で消したときには，他のデータで埋めるか

任意の分類コードで金'鎖を O.にしておけばよい。

6.カードの最大枚数は1000枚 (データ数5000個)として

設計されている。したがって， 5000をこえるデータ

の場合には，プログラムを修正する必聖書があるが，

このよ うな ことは現実にはお こらないであろ う。

1枚のカードには， 5品目を表現することができるか

ら，もし 1ヶ月の家計簿に450品 目(1日に15品目)あると

すれば，カ ードは全部で91枚(最終カードを含む)必要と

なる。現在(昭和54年)，このカードの単価は 3円である

から， 1ヶ月分の入力カードのコストは 270円という計

算になる。

デー タ ・インプット・カードに関するかぎり， うえに

のべた 6つの制約以外は何もない。デー タの饗き順は自

由であるし，カ ードの並べ方も自由である。鉛筆て.. "ー

クするのであるから.完全に消しゴムで消しさえすれば

データの7 ーク・ミスは容易に訂正することができる。

しかし，データの誤記は，原QIJとして機械が判定してく

れないから，データはあくまでも正確に該当数字にマーク

しておかねばならない。

マークの終った 2組以上のカード ・デソ J( 1組のカ

ード)は，これを連続的に入力すれば， 世帯ごと の家計収

支の分類集計結果は，連続的に出力されるようになって

いる。

(2)家計収支のプリン ト出力形式

データの出力形式1;1:，つぎにしめしたようになる。

表 -3 出力形式
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(前頁からのつづき)
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事事 ENO 

入力データを確認することができるように，データ ・リス

トをとることもできるように設計されているから，デー

タの配列順は，できるだけ家計簿記帳の順にしておいた

ほうが.照合するさいには便利である。

すでにのべたように.この出力形式は，総理府統計局

の家計収支編整方法を準用しているから，収支分類項目

への品目の組みいれかたさえ同等でーあれば.直接に比較

対照することが可能である。 もし，収入や世楕主年齢

や世帯構成条件や職業や住居条件や「その他の事情」がili:

f以値であるなら(;f，総理府統計局の家計調査を「標準」と

するある径の「家計診断」は可能である。しかし，そのた

めには， かなりの条{牛撃備をしなければならない。この

意味で，われわれも第 l歩をふみ出したばかりであるカt

必要なプログラムの開発とコンビューターの性能や容量

にイ衣存するところが多い。

(3)家計収支の分類集計プログラム

うえにのべたよう な出力形式に対応するプログラムを

倍精度フォートラン (FORTRAN(D))を使って組みたて

ると，つぎのようになる。

もっと も使用するプログラム言語には， BASIC、COBOL，

PL/lなど，種々のタイプのものがあるし，またコンビ

ュ-1ー ・レベルでは使用する装置により，プログラム

言語も左右される場合が多い。手持ちの装置(FACOM-

mate II )では，COBOLの使用も可能であるが，汎用伎

のある FORTRA Nによることにしている。周知のように，

コンピューター装遣のハードの部分(機械装置の部分)は.

-259-

日進月歩で応接にいとまのない位であるが，こ れにくら

べてソフトの部分(プログラムの領域)の開発は，かなり

おくれている。最近になって，データ解析のための

プログラム ・パッケージ，たとえばSPSS(Statistical 

Package for the Social Sciences)の開発など略目に

価するものもあるが，特定目的，たとえば，家計管理目

的のためのプログラムJ丸 いまだ自らの手による開発に

負うところが多い。

このプログラムは，このような特定領域におけるプロ

グラムの開発の事例であるので，その手法が定式化され

るに至るまでは，プログラム・データの苦H責のために，

煩をいとわず.あえてかかげておくことに しよう。

プログラムそのものの組みかたについてみれば，プロ

グラミングの専門的領域に属する問題があるかもしれな

いが，プログラミングの結果を利用するぷんには，その

内容をブラック ・ボ 17ス(暗箱一一一中味のわからないも

の)として無視して差支えない。ただ.インプットされた

データを，表-3めような形式でプリント出力させるに

表 -4 分類集計プログラム
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P，wSE 

は， このようなプログラムが必要でーあることだけを理解

しておいていただきたし、このプログラムは，大阪電気

通信大学卒業生 北田耕一氏の協力をえて作成 した。な

お，このプログラムを利用される場合には，筆者までご

一報されたい。

なお， ミニ・コンビューター装置の運転には専任のオ

ペレ ーターを欠いているのがわが国の実状のようである

から.便宜のために，手持ちの装置における機械操作の

手順をメモしておくことにしよう。

I )プログラムおよびデータの読みこみ

a )マーク・カードの場合

1プログラム必よびデータ ・カード・デ ックを

OMRにセ~ ~. READYランプを押す。

2.1 PL(イニシャノレ， プログラム，ローディング)

3. 7'イプライタ ーのリクエスト・キーを押す。

4.~￥〕のあとに |E:x.......DFORTRAN~D/ 5復改|

とタイプ・インする。

b)カセット・テープの場合 (すでにプログラムが

カセゾト ・テープに読みこませてあり.これを利

用する場合)

1.データ・カ ード ・デックを OMRにセッ トし，

READYランプを押す。

2.1 PL(イニシャル・プログラム・ローディング)

3.HALTランプ点灯の確認。

4.カセットをOFF・LINEにする。

5.UNLOADをONにする。

6.カセ y ト交換(分類プログラム・カセットを挿入)

7.0N . LINEにする。

8.READYキーをONにする。

9タイプライタ ーのリクエスト ・キーを押す。

lO.~￥]のあとに |LOA仏~BUNL 復改 |とタ

イプ・インする。

11. I*CT CHANGE|のメッセージのあと，ス

ター ト，スイ ッチをONにする。

12.~"lf~の印字後区コ掴とタイプ・イン

する。

2 )プログラムがコンパイルされるとi**百万r
L1ST YES=I， NO=2 **|  と印字され

る。

データ・リストをとる場合には仁己国

データ・リストをとらない場合には巴二亙亙

と，タイ プ ・イ ンする。

3) I* * CH_8NGE CASETTE* */  PAUSE|と

いうメッセージがでてから，家計費目名をカナ文字

であらわしたタイトル ・ネーム用カセット(作成方法

( 10) 
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は後述)に交換する。上記の(1)の b)のカセット・テ

ープの場合の 3から 8の操作のうち，スタート ・ス

イッチを ONにすると.分UOIH十結"*がタイプライ

ターで打ち出されてくる。

4 )データ・デックを連続処理する場合には.カー ド

デけとカード・デックの1M1に 巨三illとマー

クしたカードを挿入しておく。

利用したタイプライター装也の印字速度I;t.， 1分間に

600字であるので， ワン・デックの処理に約3ゆ分純度を必

要とするが，これをよリ速いタイプライター裳温もしく

はライン・プリンター装置に;向きかえることにより，所

要時間を約2分の lから. 30秒台に短縮することが可能

である。

また，これらの機械操作はかなり後雑であるが.オペ

レ-1ーの作業銀繊に属することがらであリ，織械装置

の改良(利用したシステムは，カセットテープ裟illl台と

いう制約をうけている)により. その手順を大巾に短縮す

ることも可能である。

(4)家計収支項目のカナ文字表示周カセット

上記(3)の 3)で利用しているカナ文字によるタイトル

・ネ ーム用のカセット ・テープを，作成するプログラム

ならびにその作成手順はつぎのとおりである。

I )プログラムの読みこみ

a)マーク・カードの場合

1.プログラム・カード・デックをOMRにセ ットし，

READYランプを押す。

2.1 PL(イニシャル ・プログラム ・ローディング)

3タイプのリクエスト・キーを押す。

4.~￥~σ〉あとに l EX~DFORTRAN..，_，D/ 5 1~ 

~ e1イプ ・いする。

b)カセット・テープの場合 (すでにプログラムが

カセット・テープに読みこませてあリ，ニれを利

用する場合)

1. 1 PL(イニシャル ・プログラム・ローディング)

2.HALTランプの点灯を確認。

3.カセットをOFF.LINEにする。

4.UNLOADをONにする。

5.カセメト交換(タイトル・ネーム作成用のプログ

ラム・カセットを姉入)

6.0N . LINEにする。

7.READYキーをONにする。

8.0MRにプランク ・カー ドを lt文いれ， OMRの

READYキーをONにする。

9.タイプライターのリクエスト・キーをONにする。
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表-5 タイトル・ネーム用カセット作成プログラム

• EX OfORTRAN l 0/5 ・.FORTRAN( 0) START 
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E
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01例ENSIONA( 105.1>.C( 10." 

READ( 5. 5DO)B 
500 FORMAHA4) 

00 1 1・1010
DO 1 J・1.4
C( 1・J)・8

1 CO"TI帆JE。o 10 1・1.105
DO ID J・1.7
A( I.JJ・8

10 CONT! NUE 
15 WRITE(6.6DO) 

600 FOR門AnlH -*・ DATACASSETTE YES・I.NO・2・2・:')
REAO(6.5ID)IA 

51 D FOR門AH11) 

GO TO (20.30)・IA
GO TO 15 

20 CCNτlNUE 
WRI TEC 6.610) 

610 FOR例AHlH .* CHA純GE CASSETTE ...) 
PAUSE KAε 
00 10D 1・1・10
REAO(8.300)【C(1 .J) .J-l.・》

300 fO肉HAH・A4)

100 CONTINUE 
DO 18 1・1・105
READ(8.611)【A(I.J) .J-l.7) 

18 CONTI NυE 

611 fOR伺AH7A‘》
30 COI唱TINUE 
31 WRITE(6.615) 

615 FORHAH IH ・.，・* CCf'tAtm KAKIKAE・1.1IST・2.・.-
'TAITORU-3・OWARI・-4，') 

REAO【6.5101lA
GO TO (32.35.36.50).IA 
GO TO 31 

32 CONT 1 NUE 
WRITE(6.616) 

616 FOR門AHlH ** KAKIKAE EX. **'，/.ー
• AAAB8B HOJIIDATA-28 888 ・/)

33 REAO(6.511)ll.(A(fI.J).1・1・7)
511 FORt1"τ( 13. 7A4) 

If( 11131.31.33 

35 WRI TE(‘.620) 
620 FORMAH IH .・**UST FROH :・3

READ( 6.5201lA 
520 FOf竜門AH13) 

WRI TE( 6.631) 

631 FOI竜門AHlH .1lX.・T(I 1') 
READ(6.520)IB 
WRITE(6.635)IA.IB 

635 F OR阿AH1H ***DATALlST1・・:$. .5X.ー
'fROH ・.J3.3X.・τo • .13) 

DO・o IC・IA・18
WRIτ[(6.640)1(..("( IC.I).1・1.1>

640 FORI1"H  lH NO ・.J2.3X.7A4)
40 CONT 1同JE

GO TO 31 
36 WRI TE( 6.700) 

700 FOR阿AT(lH .'** TAITORU・8・J。o 710 1・ltlO
WRITE(6.720)(C( 1・J).J・1.4)

720 FORHAH 1制 .3X.4A4)
710 CONTlNUE 

WRIτE( 6.730) 
730 FOR伺AHlH ，"** KAK1KAe yeS・1.NO・2:・3

READ(6.510IlA 
GOτo (7・。.31)， [A 

740 WRITE(6.750) 

750 FORHAH lH .' AAB88 BBB 。凶ARI・0・./)

760 READ【6.770111，(C(11・1)・1・1.4) 
770 FOR閃AH12.4M) 

1Ft 11)31.31・760
50 CONTl NUE 

WRITE(6.610) 
PAUSE 
REWIHD 8 

00 70 I・1・10
WRI TE( 8 .300J( C( I .J).J・1.4)

70 CONT!NυE 
DO 60 I・1.105
wRI TE( 8 .650)( A( I .J).J・1.7)

650 FORMAT( 7"4) 
60 CONT 1 NUE 

ENOFllE 8 
6ミEWIIlO 8 
STOP 
E"。

AVAI LABLεAREA 3663 WORDS 

( 11 ) 
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10. ~￥]のあ とに ， 1 LOA]}__'CAS&.....復改 |と

タイプ・インする。

2) プロ グラムがコンパイルされると 1* 本 DA TA~

C ASSETT巳ーーYES=I， NO=2**・|と印字

される。これは.データ ・カセ y トの有無を聞いて

いる。

YESの場合作成したデ-1・カセ ッ トがあり ，

それに何かをつけ加えたり，書きかえたり，

j肖したりするのに船 。この場合には，[[

=二亙習とタ イ プ ・インすると巨玉亘二

ANG&.....CASSETTE* * /PAUSE~KAE 1 

というメッセージが送られてくる。そこで，

うえの(1)の b)の場合の 2から 7の操作をお

こなったのち，スタート ・スイ ッチを ONに

すると，つぎの(3)のメソセージが送られてく

る。

NOの場合 テータ ・カセットがなく，新しい何

かを書きこむときに使う。この場合には区

二重図とタ イプ ・インすると，つぎの(3)の

メッセ ジが送られてくる。

3 )1 **COMAN[)_， KAKIKAE= 1， LlST=2， 

TAITOL = 3， OW AR 1 = 4|というメッセージ

のあとで，つぎの操作に移る。

a)書 きニみ.書きかえ， 消去をする場合

口三亙?De ~ ーインすると，[!互亙亙:
KAE~EX. * */AAABBfL，MOJI#DATA-

28ー~BBB| と印字されてくる。

AAAは， 分類コー ド(3桁)の出力形式であるの

で， 1 -9番は， "---"--J 1 ""_I..-ι~ 9， 10-99番は，

~10-~99 と書きこむ。

また | BBB~MOJ 1 #DATA 28~BBB~| は，

家計収支分類項目のカナ文字名を舎きこむのに使

用する。 BBBとBBBの問は， 28~{= に設計されてい

るので，カナ文字の長さが28字以下の場合には，

28字以上になるように， BBBとBBBをゲージとし

て多い目にプランクを入力(1イプライ 7ーの送り

キーを押す)するとよい。

具体的な繰作は，

AAABBB……(こ の間28字分)……BBB復改

」ム~1 シュウニュウソウガク]ー←~復改

~2~ー」 ジ ツシュウ ニュウ」ム」ー.._._ιJ復改

~3~~~~ツトメサキ シ ュヴニュウ復改

とい うぐあいにタイプ・インする。

すべてのデータが入り終って，終了する場合には

AAA=O すなわち，

( 12) 

l~O 復改|とタイプ ・インすると.はじめ

の|** COMAND* * |にもどる。

b)書きニまれたデータの内容を見たい場合

E二亙国とキー インすると， I * * LIST 

三室亙ヨと印字されるから，内容を見たい初

めのコード番号を~1-~99という形で入力復

改すると， 巨互ヨと印字されるから，内容を見

たい終りのコード番号を入力，復改すると，必要

な内容のリストを印字したのち，は じめの~

COMAND本*|にもどる。

c)タイ トル・ネームの書きこみ状況を見たい場合

巳二 亙固 とキ ー インすると，現在カセット

・テープにはいってい るタイ トルを表示 したあと

で 1**KAKIKA&.....YES= 1， NO= 2 :|と

印字されるから，書きこみや書きかえをおこ なう

ときには仁E亙国で，必要な書きこみをまえ

の仔IJにならっておこなう。そのま までよいときは，

E二亙習でもとにもどる。

d)タイトル・ネームの作成が終了して，ニれをカ

セット ・テープに書きこむ場合

ロ 二 亙 習 と キ ー インすると，[!玉亘AN
GE CASSETTE* */PAUSE|というメ ソセー

ジが印字される。

①そのままカセット ・テープに書きこむ場合

スター ト・スイッチをONにする。

②別jのカセット・ テープに舎きこむ場合

(1)の b)の 2から?の操作をおこな ったのち.

スター ト・スイッ チをONにする。

カセ y トテープに的こまれたのちに 区王工

亙目と印字されて， J 0 Bの終了が通知さ れる。

なお，カナ文字によ ってフェイス ・シ ト(年月分，住

所.氏名，職業，世帯人以数な ど)の必要主事項を表示させ

るためのプログラム追加も完成しているが，カナ文字を

カー ドから入力してプリント出力させるための 1L P， 

(イニンヤノレ ・プログラム ・ローデイング)が，間にあわ

なかったので，そのままにしである。しかし，これもソ

フト而での専門技術的領域に属する問題であるので， 、

こでは省略しておこう。

4. コンピュターによる家計簿整理の展望

これまで考案してきた家計簿整理の方法は. ミニコン

ビュターを利用して，個々の家計簿を総理府統計局の，

f家計調査jの収支分頬にならって分類集計製表する一つ
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の方式であるが，この方式の符及は，つぎのようなメ リ

ットに結びっくことが期待される。

(1) コンピュタ一利用による家計簿笠理の~1J'f.!化

コンビュタ一利用の最大のメリァト I;l;，入力するデ

ータが.iE継でありさえすれば，プログラムによって

どのような複雑な分矧集計も. 一定の舎式で:Hカさ

れてくることである。一定の書式で出力された結*

表11，相互に比較することが可能であり.家計収支

の分綴方法の客観性さえ係保すれば，決p:のJメ省や

予算の制成，さらにまた他のデータとの比較に大い

に役起つものである。

家計収支分類項目が.われわれの日常の家n十簿に

あらわれてくるあらゆる日』目を網録するには 100

項目位!立の分知項目を必要とするが. この純度の数

になると，子集計ではその煩雑きにたえられなくな

ってくる. この点で，コンビュターによるm;トでは，

必要に応じて収支項 目を細分しうるし，データ入力

さえ正織であれば，出力されてくる結果も正確に分

類集計されてく る。この点で. 家計簿守，~f世における

コンビュタ一利用は，これまでの家計簿J己桜のなか

の相当数を.'l'l目別務理決算.と予算編成へ仏lわせる

ことカeて・きるて・あろう。

!削巡iは. コンビュタ一利用に付随する新しい妓術

的労働コスト負担の問題である。

コンビュタ一利用に伴う新しい技術的労働とは，

家計簿デ- 7を標準的なI質問分頬にコード変換する

作業と必~なデータをカードに7ークする作;tーであ

る。このために若干の教育的訓練を必要とするが，

これはそれほど高度のものではないであろう 。

コストfHB.I立.カード代とコンビュタ一平IJ，"IHVで

ある。マ-7.カードの'r-fl蘭は，ま見イ正のとニろ l枚

3同であり ，{!!:きmじも消ゴムで訂正できるから，

多目に見被って も.それほど大きい負1[1とはならな

いであろう。問題はコンビュタ一利用料である。コ

ンビュターを市有するとかなりの経費を必要とする

が， Jt [，ij;flJ I司という使1主さええられるならば. この

のコスト flNも軽減されるであろう。手IJ刷新が相当

数ま とまって，プロ グラムの'常駐する中央泌n:装置

に， ト担重立の-;>-7・ヵート u'ie取機と， ライン ・プリ

ンターさえ接続することができれば，谷坊に実用コ

ストにflJjじもすることカeでされるて。あろう。

それまでは，たとえば学校における家庭料もしく

は消'If名・教ff，あるいはまた地}Ji肖筏生活もしくは

消資者センターにおけるコンピュター設置とその共

同利用が憎まれる。分~lï~~"tされた家3十簿資料こそ

( 13) 

基礎的な消役者教育の実物資料だからである。

(2) 標準的な家計収支分類万法の確立

コンピュターによる家計簿の大i止処理は，主観的・

慾窓的な家~r収支分類方法から，より客観的で実用

的な家計収文分矧)J法の確立を符〈。これまでの個

々の世衛の恋立にまかされた家計簿繁理の方法では.

家計収支分鮪内容がそれほど深刻lに反省されていな

いため，内容規定も比較的ルーズで，そのためにし

ばしば.同ーの世帯においても，時間 をへだてた過

去の家計と現イヂの家計との比較の条件をととのえて

いない場介が多い。とくに，他の家計との比較とな

ると，全く何ら比較のための共通の基盤をそなえて

いないのがr.:.i!fiである。比較対照という場合には，

比較の条件をザ備することが，先決である。

このためには.共通の標準的な家計収支分類が必

要であるが，コンビュタ ーによる例4 の家計簿の大

最処理には， この条件をぬきにしては考えられない。

というのは，例唱の家計簿にもりこまれた数多くの

品目をコードfじする作業が，データの大量処球には

っきまとっているが.この際に様徴的な家計分頬コ

ード表を手渡し.かっそれにしたがってコード化す

るように教示する作業が欠くべからざるものである

からである。これを，向由に放任することも考えら

れるが，折角コンビュターによる共同的製表にもち

こまれた家バ簿のコード化を.偶々のE土帯のi当IIH主

EEに委ねて しまうことはない。分類集計製表を共同

化するならば.共通の尺度でこの作業を押しすすめ

た}jがよいからである。

この研究で採用した家計・収支の分類基準は.総E聖

府統計局の分nl)止喰であるが.それを採用する何よ

リも大きなメリットは，闘が強制している毎月8000世

併にのぼる巡統的な家計資料と比較対照することが

できるという点である。しかも.12干の問題点があ

らわれてきてはいるものの.綜合的見地からみて.

これをぬきにして家計の問題を怒れないところまで

高められてきている分類落機だからである。

したがって.この分類注準を係用することにより.

総理府統計局の「家計謝査j給月ととの抗接の比較.な

らびに，この分野H~t棋を録期したもの同志の防jでの

l包接の比較が可能となるのである。

これは，家計簿に.現代的な芯:P，f.;での社会的ひ ろが

リを付与することになる。

(3) 家計診断への巡

家計収支の分矧方法においても.調査に{変われた

家計簿の数からみても ，さらにまた凋伐結果の日制UJ
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的連続性の面からみても，総理府統計局の「家計調

査データは，われわれの家計簿と比較する抜群のデ

ータであるが，ひとたび，これを社会的平均的な家

計のあり方とみて，比較の対象とすると，たちまち

その限界につきあたることになる。

すなわち，われわれの家計簿は，われわれの世帯

のおかれている種々の条件にもとづいて形成された

ものであってイ社会的平均的な家計のあり方は，あ

くまで「平均的」な意味でのそれである。というのは.

われわれの家計支出に作用している要因iムこれを

笠理.して考えてみると， まず収入，世帯主の年令，

E士帯人員数とその構成，世帯主の職業，世帯の住居

条件と居住地域というぐあいに，種々のファクタ ー

を数えることができる。社会的平均的というのは，

これらすべての平均にすぎないのである。

いま一歩さがって，世帯の家計配分がある一定の居

住地域における収入だけの関数て・あるとしよう。表

-6は.総理府統計局の「家計調査」の最近の集計世

表-6 国が実施している「家計調査Jの調査世帯数

「家計調査J(昭和 58年〉

全世稽 内勤労者世傷

主 園 7977 58(0 

人口 5万以上回都市 69 0 1 ( 6 4 1 

4人世智(膏集人員l人} 1 2 7 8 

京 阪 神 905 62 9 

大 阪 市 186 1 0 7 

守 ロ 市 5( 2 7 

東大阪市 8 5 2 ( 

員 電量 市 35 26 

富国林市 5 6 32 

鍵 面 市 3 5 80 

東京tII区部 ( 0 ( 226 

資料 総理府統計局「家計調査年躯J(昭和 55年}より作成

帯数をとったものであるが，全国て・約8000世帯が集

計きれていても，大阪市では 185，大阪付近の衛生

都市では30台になってしまう。これは全世帯fであっ

て，勤労者世帯だけをとると. もっと 少くなってし

まうことは.表にみられるとおりである。もし，こ

のように地域を限った家計資料をもとにして，収入

のちがいが家計配分にどう作用しているかというこ

とだけを分析しようとしても.それはもはや統計的

分析にたえうるデータでないことは，自らあきらか

であろう。しかもそれは，居住地域以外の種々のフ

アクタ ーを全く考慮する余地のないデータである。

かくて，家計データに関するかぎり，その分析の方

法は，立体構造の分析ではなく 1つの全体像を角度

( 14) 

をかえて載るという，多角的な方法をとらざるをえ

なくなっている。

いま仮りに.大阪の衛生都市で 100以上の家計簿

が，総理府統計局の「家計調査Jと同じ収支分類方法

で獲得きれたとしよう。そして，これはコンビュー

ター利用の家計簿整理方法が普及すれば容易なこと

であるように思われる。と，すれば，このようなデ

ータは，総理府統計局の「家計調査Jよりも，はるか

に重いウエイトで.r社会的にj発言させることが可

能である。生活実感に即した発言 というものは，実

はこのようにしてその一基盤が繁備されねばならない

のである。

さらに，このようにして集計編成製表された家計

データが， r社会的に」提供きれるならば，われわれ

は，より同質的な条件のもとにおいて家計分析をお

しすすめることができる。たとえば.大阪市の衛生

都市において，世帯主職業別，世帯人員数別.かっ

収入階層別にデータを整理することができれば，い

ままでよりも，はるかに現実的な姿で「社会的平均切

な家計配分を見出すことができょう。このようにし

て，考えうるファクターを同質化(最後に残るものの

は，傾向的に変動しない個々の世帯の噌好的ファ ク

ター， したがってこれはランダム，フアクターであ

る)するとともに.これを演算する統計的手法さえ併

存させることができるならば.個ノ守の世帯の条件に

みあわ社会的平均的な家計配分を呈示することは

容易なことである。ただJ、まのところ.この種の統

計分析を可能にするデータの蓄積がないだけである。

来して，このようにして導かれた社会的平均的な

家計配分の仕方が，標準的なものとなりうるかどう

かは慎重な考察を必要とするが，少くとも分析にた

えうるデータの蓄積さえあれば，表-3にしめした

出力形式に，それぞれの世帯のおかれている条件に

近似的に接近させた社会的平均値を並行して出力さ

せることは可能である。これまで，家計診断は， r智
慧ある人」の教書11的な判断に委ねるところが多かった

が，われわれは，これまでのべてきたような途す じ

にしたがって，より客観的な家計診断のためのー資

料を追加しうるものと考える。 しかし，そのために

は.この方法の普及をはかるとともに，コンビュタ

一利用による家計分析の手法を一段と整備しておか

ねばならないであろう 。これが.われわれの次の諜

越である。

これまで研究してきたような家計簿整理の機械化1;1，

家計管理の具体的展開のために多くの可能性をはらんで
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いるが，その反面いくらかの問題点もある。それは，コ

ンビュタ ー装置の利用に伴われてくる問題である 。

(1)コンピュタ ー装置は.かなり広〈普及し.そのコス

トも飛躍的に低下してきているが.なお周辺機器の

務備をも含めて.かなり高額の'!'l用を要する。しか

し，戦後家庭の中にも各椅の屯気機械 ・器具類が普

及してきたように，コンビュタ ー装置のような施設

の共同利用がもっと積極的に考えられでもよ L、。た

とえば，消費生活センターにおける共同利用も考え

られるが， とくに衣食住に偏している家庭科教育の

場而でのカリキュラムの一環として，コン ビュター

装置と組みあわされた根i1Il的な家計簿整埋め手法が

導入されるなら 1%，このような学校施設を生徒を通

して開放することにより，比較的安いコストでその

普及をはかることができるであろう。

(2) コンビュター装置を具体的に動かすプログラムの

作成や修正あるいはオペレートの作業は，専門技術

的作業の領威に属する。しかし，定型的7"ログラム

の処理であれば， その手H頃をガイドするだけですむ

しこれ以上の作業は，専門家の手に委ねればよい。

われわれの，プログラムの呈示も，若干の手順の解

説仏実はその一助としたいわけであ って.要は，

原始データを，利用 に使利な標単的な分類集計表に

加工する手段である。コンビュタ ー装置の操作とと

もにその過程は，ブラ ック ・ボックス(わからないも

の)として，専門家の術究成果と助力を利用すればよ

い。しかし.これまで，いわゆるプログラ 7 ーと称

する人が，これに矧したプログラムを組んだことが

あるとしても，われわれの目的に即して，利用に{更

手IJな形で公表されることがなかったとみられるので.

われわれはあえてこの課題をと qあげたわけである。

(3) データ入力は，あくまで個人の手に委ねねばなら

ない(委託作業も可能である杭教育効果を考えるな

らば個人の手に委ねるほうがよい)が，そのために家

計品目名をコード番号に変換すると同時に，その金

客員をカードにマークする必要があることは，すでに

のべたとおりである。このコード昏号変換と金額を

7-1する作業を個人の手に委ねた場合， どの品目

をどの分類コードに変換するかという標準とマーク

.ミスの防止のための配慮は確立 して おかねばなら

なL、前者は家計収支項目分類方法の教示の徹底に

あるし.後者は，該当数字を正硲に鉛筆でぬりつぶ

すことである。しかし，このような作業は，通常家

計簿を予作業で集計する場合と類似の注意深さを要

求すれば足りるであろ う。

Summary 

This study intend to develop and to make fit for practical use of us巴 classificationand tabulation of each family ac-

count book by micro computer system. We designed a program for the use classification and tabulation of the family 

account book by the D-FORTRAN at level ]IS 3000. This program was made use of the FACOM mate computer 

system， ie.， the optical mark card reader， the central processing unit (32KW) and the typewriter for outputed data 

Particulary， the tabulation of computed data from the optical mark cards is better than other input system of the data， 

because its procedure is very simple and it can manage at a low price. For the reason of popularity and standard type 

of the classification for family budg巴t，we adopted the use classi日cationof the bureau of statistic office of the prime 

minister， ]apan for arrangement of the data. Consequently， we can contrast this table of the computed data from the 

typwriter system with the official data. It can be used as the basis of family budg巴tdiagnosis without alternation 

However， collection of more data and analysis of the data are necessary， for the purpose of the family budget diagno・

sis as a part of th巴 managementin family living. Accumulation of those data by means of the spread of this method 

is a problem awaiting solution to be solved for the family budget diagnosis 

( 15) 


